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予約枠を 4 枠へ倍増させた。さらに、毎月外来患者さんの CKD 重



























































































し、病床利用率が 80％台前半と低迷した為、平成 25 年 10 月より、
速やかな病床提供と入院治療、高い利用率の維持継続を目的とする、
病院長直轄組織の病床管理室を設置した。設置後、成果が得られた
ので、報告する。
【構成員】病床管理室室長：副院長　病床管理室副室長：看護副部
長　メンバー：救急科部長・救急科部師長・集中治療部長・集中治
療部師長・入退院支援課長（看護師）・医療連携課長（事務）・救急
業務課長（事務）・入退院支援課係長（事務）
【活動報告】1）入院患者の増加対策とベッドコントロールミーティング
利用率向上には、入院患者の増加が必須であった為、救急患者の応
需を増やす事を当初の目標とした。毎朝のミーティングでは、入院
収益と病棟の業務量を考慮し、救急病棟入院患者のうち、優先的に
一般病棟へ転床させる患者選定と、集中治療室の入退室管理を行う。
また、救急非応需事例の分析・報告も行う。休前日は、日直師長と
事務職員もミーティングに参加し、情報共有する。
2）データーの活用と共有
ミーティングの資料として作成している空床状況報告書は、入退院
数・転床数・重症個室の使用状況などが掲載されている事から、病
棟の業務量が推測され、患者・看護師にとって安全なベッドコント
ロールをする為に活用している。また、入院受入状況報告書を月次
イントラに掲載し、全職員に情報発信する。
3）問題提起
日々発生する問題には、メンバー間で意見交換し、病床管理室の見
解を、病院幹部に情報提供する。
【結果】病床管理室が設置された事により、職員の意識が変化し、
患者の受入がスムーズになった。利用率も 90％前後を維持し、病
院収益も前年度より増加した。
